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 大寒を過ぎ、立春までは１年で一番寒い時期と言われているように、底冷えするような日が続いていま

す。水が冷たく、手洗いがつらい時期ですが、みなさんの衛生意識が向上し、給食前にしっかりと手を洗

っている様子が見られます。緊急事態宣言が発令されています。みんなで気を付けて、この状況を乗り切

れるよう頑張りましょう。 

 

 

先月の食育だよりでお伝えした、国の事業である「和牛」と東京都の事業である「メダイ」の無償提供

による給食の報告です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1月の給食報告 スペシャル食材「和牛＆メダイ」 

1月 14日（木） 

・牛丼 

・おろしおひたし 

・みそ汁 

・牛乳 

1月 20日（水） 

・ごはん 

・メダイのメンチカツ 

・こんにゃくのきんぴら 

・みそ汁 

・牛乳 

 当日の朝、給食では使ったことのないような宮城県産の霜降りの黒毛和牛が

届きました。生徒も先生も楽しみにしていたスペシャル食材、調理員さんが丁

寧に調理してくれ、全校でおいしくいただいました。また、給食時間には、栄養

教諭が作成した食育動画で、和牛について学びました。 

 

 八丈島でミンチ加工されたメダイを使い、メンチカツを作りました。具には、

玉ねぎやしいたけ、れんこんなどの野菜をたっぷり入れました。肉と違い、魚

は水分が多いため、成型するには技術が必要でしたが、とてもきれいにでき上

がりました。魚の臭みもなく、生徒に大好評でした。 



 

 

１月の給食では、鏡開きや小正月など年中行事にちなんだメニューを取り入れました。２月には節分が

あります。今年の節分は２月２日です。節分は季節の変わり目に災いを追い払う行事です。 

 節分は、もともと立春、立夏、立秋、立冬の前の日のことで、それぞれの季節が変わる節目を指しまし

たが、次第に立春の前の日のことだけを表すようになりました。 

 節分に豆をまくのは、古来より豆には霊力があると信じられているからで、豆をまくことで、鬼（病気

や災いなど）を追い払うという意味があるのです。 

 

 

 

 

日本の年中行事を大切にしよう ～２月節分～ 

出典：少年写真新聞社 給食ニュース NO.１７２１. １７５３ 


